平成２３年 ９月 吉日

各　　　位
（社）リビングアメニティ協会
JIS A 2102対応 ＷｉｎｄＥｙｅフレームデータ登録申請の受付のご案内
　
　

今回、窓のサイズ別に対応した熱貫流率計算ソフトＷｉｎｄＥｙｅへ登録するフレームのデータの申請を、下記のとおり受付けることと致しましたので、お知らせします。
記

Ⅰ．「ＷｉｎｄＥｙｅデータ登録」

Ⅰ－１．申請受付対象製品
· フレーム（引き形式、FIX形式、開き形式、上げ下げ形式、オーニング形式、

　　折りたたみ形式）
Ⅰ－２．受付開始日
　　
平成２３年  １０月  １日～　
Ⅰ－３．申請商品のデータ公開
　　
平成２３年  １２月　予定
Ⅰ－４．審査用提出資料

       ◇サッシ

1 TB2D/BEMデータ（dat、out、plt及びcsv-3種類）
　　　　　　　　　　　計算モデル及び計算結果ファイル全て
2 WindEyeデータ登録用エクセルフォーマット(.xls形式)
3 １/１モデル化前の部材断面図面（pdf形式）
4 サッシ構造・仕様説明図（pdf形式）
· データはCDにて提出

１－５.計算を自社で行なえない場合（サッシ）

リビングアメニティ協会で代行して計算実施いたします。

なお、実施方法･費用等は相談させていただきます。
· 募集条件

サッシ枠については以下の条件で計算されたものを提出ください。

表-1　環境条件

	
	室外側
	室内側

	表面熱伝達抵抗※１）
（㎡ｋ/Ｗ）
	一般部
	0.04
	0.13

	
	遇角部
	0.04
	0.20 

	温度　（℃）
	0
	20


表-2　各種材料の熱伝導率※２）
	材料名
	熱伝導率
（W/ｍｋ）

	アルミ
	160

	樹脂（PVC）
	0.17

	校正パネル
	0.035

	スチール
	50

	軟質PVC
	0.14

	ポリアミド
	0.25

	EPDM
	0.25

	ソフト ウッド
	0.13

	シリコン（低密度）
	0.12

	シリコン（中密度）
	0.17


※1）室内外の表面熱伝達抵抗はJIS A 2102-2:2011 付属書Bを参照しています。

※2）各種材料の熱伝導率はJIS A 2102-2:2011 付属書Aを参照しています。ここに記載のないものは、付属書に掲載されている値を用いて計算してください。
窓のサイズ別熱貫流率を算出するにあたり、フレーム計算モデルはJIS A 2102-2:2011 付属書C1を参照しています。また、線熱貫流率はJIS A 2102-1付属書Eの簡易計算値を採用しています。そのため、モデルは校正パネルモデルのみの作成となります。
費用

別に定める「申請、変更申請、登録管理、取消し申請手数料についての規定」による。
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